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研究成果の概要： 

本研究は、1 施設の協力を得てアクション・リサーチの手法を用いて実施した。救急初療に

おけるナース・トリアージを効果的に運営するための要件を導き出すために、ナース・トリア

ージの現況の問題を把握したうえで、トリアージ・ガイドラインの見直し及び教育の場として

「臨床判断カンファレンス」を設定した。看護師各人の経験知を掘り起こし共有化するカンフ

ァレンスでは、事例ごとにトリアージから転帰までを追跡・検討し、ガイドラインの再検討等

を行った。「臨床判断カンファレンス」は、ＯＪＴとして有益な教育の場となった。 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,200,000 660,000 2,860,000 
2007 年度 1,800,000 540,000 2,340,000 
2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 5,100,000 1,530,000 6,630,000 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 
キーワード：救急看護、ナース・トリアージ、看護技術、アクション・リサーチ 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 わが国の救急医療は救命救急センターに代
表されるように第三次救急を中心として発達
してきた。その結果、圧倒的多数の国民がより
どころとする初期・二次救急医療が十分に整備
されたものとは言いがたいのが実情である。看
護においても、救急看護認定看護師が育成され
ているものの、重症集中看護との線引きも曖昧
である。救急医療のスタートであるトリアージ
に関しては、概念の浸透、トリアージ・システ
ムの整備、トリアージ・ナースの育成等におい
て多くの課題が残されている。 
 
２．研究の目的 

1）救急初療外来におけるナース・トリアージ
の実施記録とトリアージ後の診療記録を分析
することから、アンダー・トリアージ、オーバ
ー・トリアージの発生状況の把握とトリアージ
に影響を与えた要因を検討し、救急初療ナー
ス・トリアージの問題点を明確にする。 
2）上記に基づき、トリアージ・ガイドライン
を策定し、実施評価後その有効性を検討する。 
3）トリアージ・ガイドラインに用いたトリア
ージ・ナースの教育プログラムを開発し効果を
検討する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、救急看護の現場にある問題を現場
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で発見し、解決していくためにアクション・リ
サーチの手法を用いた。 
1）文献検討 
 国内外の文献について、トリアージ、トリア
ージ・ナース、看護、救急等のキーワードで検
索し、トリアージ・ガイドライン、トリアージ・
ナースの教育プログラムに関する文献を中心
に検討した。 
2）トリアージの有効性の検討 
 トリアージ・システムを導入している救命救
急センターの協力を得て、ナース・トリアージ
による問診票（平成19年 9月－10月に当該施
設救命センターを受診し看護師によるトリア
ージを受けた患者2,101名のトリアージ問診票
をデータベースとした）からアンダー・トリア
ージとオーバー・トリアージの発生状況を調査
した。 
3）トリアージ・ガイドラインの再検討 
 協力施設で概に導入しているトリアージ・ガ
イドラインの活用状況を問診票からピックア
ップし、施設看護師にフィードバックし、研究
者とともにその問題点を検討した。 
4）トリアージ・ナースの教育プログラムの検
討 
 協力施設で実施されている教育プログラム
に基づく到達状況を、当事者の意見から把握し、
再検討を要する事項について討議から見出し
た。 
 
４．研究成果 
1）トリアージの現況の把握 
平成19年 9月－10月に当該施設救命センター
を受診し看護師によるトリアージを受けた患
者（三次救急患者は除く）2,101 名のトリアー
ジ問診票をデータベースとした。 
（1）トリアージの実施状況： 
①時間的要因に関する事項：受付からトリアー
ジ開始までの平均所要時間は 12 分で、最も短
時間は深夜勤帯の9分で、最も時間を要したの
は 18 分であった。受付から診察開始までの平
均所要時間は31分であった。 
②トリアージ内容に関する事項：特徴的なこと
は、小児患者のフィジカル所見の未記入率が高
く、備考欄に観察所見を記入していることであ
った。 
（2）診療後の転帰からトリアージの妥当性に
関する事項：アンダートリアージは、全件中66
件見出された。65歳以上の患者が3割を占めた。
高齢者にアンダートリアージが多く 65 歳以上
の患者がその3割を閉めていた。逆に、小児に
おいてはフィジカル所見の記載が少ないにも
かかわらずアンダートリアージが少なかった。 
2）トリアージ・ガイドラインについて、3）教
育プログラムの策定に向けて： 
（1）看護判断カンファレンスによって経験知
の共有化を図りながら、ガイドラインの問題点
の抽出を行った。また、高齢者救急、およびオ

ーバー・トリアージの傾向に偏りがちな小児救
急に焦点を当てて、トリアージ・ガイドライン
の策定と見直しを図った。見直しにおいては、
アンダー・トリアージが生じやすい高齢者のト
リアージには、病態よりも緩慢に認知される自
覚症状を引き出すこと、小児においては蹄泣等
によるバイタルサインの正確な測定の困難さ
に加えて、付き添いの親の混乱を収拾できずに
フィジカル所見等客観的データよりも状況的
因子によって、トリアージを進めている実態か
ら、成人のトリアージ・ガイドラインとは別に
小児用、高齢者用のガイドライン（案）を検討
した。ガイドラインの評価を実証的に検証する
に足る大規模調査、および、トリアージ・ナー
ス育成教育は今後の課題である。 
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